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なお、期日や期限については、各税法、各地方団体の条例や
納税通知書などで必ず確認をしてください。
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１月
□　給与所得者の扶養控除等申告書の提出
　⑴　提出期限…本年最初の給与支払日の前日
　⑵　提出先…給与の支払者（所轄税務署長）
□　支払調書の提出
　　　提出期限…１月31日
□　源泉徴収票の交付
　⑴　交付期限…１月31日
　⑵　交付先……イ所轄税務署長
　　　　　　　　ロ受給者
□　固定資産税の償却資産に関する申告
　　　申告期限…１月31日
□　個人の道府県民及び市町村民税の納付
（第４期分）

　　　納期限…１月中において市町村の条
例で定める日

□　25 年 12 月分源泉所得税・住民税の特
別徴収税額の納付

　　　納期限…１月10日（年２回納付の特
例適用者は前年７月から 12
月までの徴収分を１月20日
までに納付）

□　25 年 11 月決算法人の確定申告〈法人
税・消費税・地方消費税・法人事業税・
（法人事業所税）・法人住民税〉

　　　申告期限…１月31日
□　２月、５月、８月、11月決算法人の３月ご

との期間短縮に係る確定申告〈消費税・
地方消費税〉

　　　申告期限…１月31日
□　法人・個人事業者の１月ごとの期間短縮

に係る確定申告〈消費税・地方消費税〉
　　　申告期限…１月31日
□　５月決算法人の中間申告〈法人税・消
費税・地方消費税・法人事業税・法人
住民税〉（半期分）

　　　申告期限…１月31日
□　消費税の年税額が400万円超の２月、５
月、８月決算法人の３月ごとの中間申告
〈消費税・地方消費税〉

　　　申告期限…１月31日
□　消費税の年税額が4,800万円超の10月、
11 月決算法人を除く法人・個人事業者
の１月ごとの中間申告（９月決算法人は２
か月分）〈消費税・地方消費税〉

　　　申告期限…１月31日

□　給与支払報告書の提出
　⑴　提出期限…１月31日
　⑵　提出義務者…１月１日現在において
　　給与の支払をしている者で、給与に対す
る所得税の源泉徴収義務がある者

　⑶　提出先…給与の支払を受けている者
の住所地の各市町村長

□　25 年分所得税の確定申告（２月 17 日
から３月17日まで）

□　25年分贈与税の申告（２月３日から３月17日まで）
□　固定資産税（都市計画税）の第４期分の納付
　　　納期限…２月中において市町村の条

例で定める日
□　１月分源泉所得税・住民税の特別徴収
税額の納付

　　　納期限…2月10日
□　25 年 12月決算法人及び決算期の定めの
ない人格なき社団等の確定申告〈法人税・
消費税・地方消費税・法人事業税・（法人
事業所税）・法人住民税〉

　　　申告期限…２月28日
□　３月、６月、９月、12 月決算法人の３月ご

との期間短縮に係る確定申告〈消費税・
地方消費税〉

　　　申告期限…２月28日
□　法人の１月ごとの期間短縮に係る確定
申告〈消費税・地方消費税〉

　　　申告期限…２月28日
□　６月決算法人の中間申告〈法人税・消
費税・地方消費税・法人事業税・法人
住民税〉（半期分）

　　申告期限…２月28日
□　消費税の年税額が 400万円超の３月、６
月、９月決算法人の３月ごとの中間申告
〈消費税・地方消費税〉

　　　申告期限…２月28日
□　消費税の年税額が4,800万円超の11月、
12 月決算法人を除く法人の１月ごとの中間
申告（10月決算法人は２か月分）〈消費税・
地方消費税〉

　　　申告期限…２月28日

□　25 年分所得税の確定申告
　　　申告期間…２月17日から３月17日まで
　　　納期限…３月17日

２月

３月

□　所得税確定損失申告書の提出期限…３
月17日

□　25 年分所得税の総収入金額報告書の提出
　　　提出期限…３月17日
□　確定申告税額の延納の届出書の提出
　　　申請期限…３月17日
　　　延納期限…６月２日
□　個人の青色申告の承認申請
　　　申請期限…３月17日（１月16日以降新

規業務開始の場合は、その
業務開始日から２か月以内）

□　25 年分贈与税の申告
　　　申告期間…２月３日から３月17日まで
□　個人の道府県民税・市町村民税・事
業税（事業所税）の申告

　　　申告期限…３月17日
□　国外財産調書の提出…３月17日
□　２月分源泉所得税・住民税の特別徴収
税額の納付

　　　納期限…３月10日
□　個人事業者の25年分の消費税・地方消
費税の確定申告

　　　申告期限…３月31日
□　１月決算法人の確定申告〈法人税・消
費税・地方消費税・法人事業税・（法
人事業所税）・法人住民税〉

　　　申告期限…３月31日
□　１月、４月、７月、10月決算法人及び個

人事業者（25 年 12 月分）の３月ごとの
期間短縮に係る確定申告〈消費税・地
方消費税〉

　　　申告期限…３月31日
□　法人・個人事業者（25 年 12 月分及び
26 年１月分）の１月ごとの期間短縮に係
る確定申告〈消費税・地方消費税〉

　　　申告期限…３月31日
□　７月決算法人の中間申告〈法人税・消
費税・地方消費税・法人事業税・法人
住民税〉（半期分）

　　　申告期限…３月31日
□　消費税の年税額が400万円超の４月、７
月、10 月決算法人の３月ごとの中間申告
〈消費税・地方消費税〉

　　　申告期限…３月31日
□　消費税の年税額が4,800万円超の12月、
１月決算法人を除く法人の１月ごとの中
間申告（11月決算法人は２か月分）〈消費
税・地方消費税〉

　　　申告期限…３月31日
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新年のごあいさつ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
事
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
一
年
は
、
遅
々
と
し
て

進
ま
ぬ
福
島
第
一
原
発
の
放
射

能
汚
染
並
び
に
東
北
被
災
地
の

復
興
問
題
、
中
国
、
韓
国
と
の

外
交
問
題
等
あ
り
ま
し
た
が
、

政
権
交
代
に
よ
る
日
本
再
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の

景
気
回
復
期
待
感
お
よ
び
二
〇

二
〇
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
決
ま
り
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
規
模
医
療
法

人
に
よ
る
不
正
政
治
献
金
疑

惑
、
釈
然
と
し
な
い
「
秘
密
保

護
法
案
」
が
あ
り
、
は
た
ま
た

外
交
で
は
中
国
に
よ
る
「
防
空

識
別
圏
」
の
設
定
等
次
か
ら
次

へ
と
泉
の
よ
う
に
発
生
す
る
外

交
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
我
々
も
、
昨
年
四
月
か
ら

は
、
新
法
人
と
し
て
再
発
足
し

ま
し
た
が
、
会
員
皆
様
の
ご
協

力
と
ご
尽
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ

な
会
の
運
営
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
先
の
公
開
講
演
会
に

お
き
ま
し
て
は
予
定
数
の
倍
以

上
の
七
五
〇
名
も
の
参
加
希
望

が
あ
り
会
場
を
変
更
し
て
の
対

応
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
も
会
員
皆
様
に
と
っ
て

有
意
義
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数

企
画
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
奮
っ
て
ご
参
加
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
新
し
い
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い

発
展
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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新年のごあいさつ・受賞者紹介

新年のごあいさつ

関東信越税理士会　高崎支部

支部長　石井　　明

平
成
二
十
五
年
度

秋
の
表
彰
等
受
賞
者
紹
介

本
年
度
秋
の
表
彰
等
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た
役
員
の
皆
様
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

平
成
26
年
の
年
頭
に
当
た
り
、謹

ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

貴
会
と
税
理
士
会
と
は
、申
告
納

税
制
度
の
下
、常
日
頃
か
ら
納
税
道

義
の
高
揚
と
地
域
社
会
貢
献
活
動

や
各
種
研
修
会
の
開
催
な
ど
、幅
広

く
協
力
し
合
っ
て
事
業
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の

初
日
に
は
、
高
崎
駅
で
の
早
朝

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
が
す
っ
か
り
定

着
し
、税
務
署
、県
税
事
務
所
、法
人

会
、税
理
士
会
よ
り
40
名
程
参
加
し

早
朝
７
時
～
８
時
30
分
ま
で
の
間

に
、
約
５
，
０
０
０
個
を
手
渡
す
事

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。一
般
社
団
法
人
高
崎

法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、お
健
や
か

に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に

お
け
る
広
報
活
動
や
、租
税
教
室
の

開
催
、税
に
関
す
る
絵
は
が
き
の
募

集
な
ど
様
々
な
法
人
会
活
動
を
通

じ
ま
し
て
、税
務
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

税
務
行
政
に
携
わ
る
私
ど
も
と

い
た
し
ま
し
て
は「
納
税
者
の
自
発

的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か

つ
円
滑
に
実
現
す
る
」と
い
う
使
命

を
果
た
す
た
め
、４
月
に
施
行
さ
れ

る
改
正
消
費
税
法
な
ど
重
要
な
制

度
改
正
に
つ
い
て
、適
切
に
対
応
し
、

納
税
者
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
る

税
務
行
政
に
向
け
て
最
善
の
努
力

を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、引
き
続
き
、法
人
会
の
皆
様
方

の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
つ
る
舞
う
形
の
群
馬
県
」
と
上

毛
か
る
た
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、新

し
い
年
が
一
般
社
団
法
人
高
崎
法

人
会
と
会
員
の
皆
様
方
に
と
り
ま

し
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ

高崎税務署　　　　　　　　

署長　小曾戸　勇

群
馬
県
税
務
功
労
者
表
彰

高
崎
税
務
署
長
表
彰
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群
馬
県
西
部
県
税
事
務
所
長
表
彰

嶋方　徳郎
副会長
広報委員長
㈱テクノアート

竹内　　功
副会長
組織委員長
㈱プリエッセ

林　　　進
理事

長野郷支部長
㈱林製作所

横田　貞一
副会長
税制委員長
平和衡機㈱

が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
の
10
月
、安
倍
首
相
は
本
年

４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
を

５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。「
景
気
条
項
」

は
あ
り
ま
す
が
平
成
27
年
10
月
に

は
消
費
税
率
は
10
％
ま
で
増
税
予

定
で
す
。今
後
の
日
本
は
財
政
再
建

と
成
長
戦
略
の
両
兎
を
追
求
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
的

な
影
響
を
考
え
ま
す
と
本
年
も
予

断
を
許
さ
ぬ
状
況
が
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
が
、貴
会
と
税
理
士
会
の
協

力
の
下
、地
域
経
済
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
祈
念
し
、年
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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税制改正に関する提言活動

平成 2６年度　税制改正に関する提言

要望先一覧

（高崎税務署管内）
衆 議 院 議 員

衆 議 院 議 員

高 崎 市 長

高崎市議会議長

渋 川 市 長

渋川市議会議長

安 中 市 長

安中市議会議長

福田　達夫 氏
小渕　優子 氏
富岡　賢治 氏
小野里　桂 氏
阿久津貞司 氏
入内島英明 氏
岡田　義弘 氏
伊藤　　清 氏

※全国各地域の法人会で、
税制改正に関する提言
活動を行ないました。

会員一社一社の力が集まり、この様な活動が行えます。
今後とも変わらぬご理解とご協力をお願い致します。

高崎

左から小野里高崎市議会議長、信澤会長、横田税制委員長

渋川

左から吉田渋川副地区会長、町田副会長、阿久津渋川市長、
入内島渋川市議会議長

安中

左から中島安中地区会長、岡田安中市長

税制改正に関する提言活動

　「平成26年度税制改正に関する提言」のポイント

を説明し、その実現を求めました。

※詳しい平成26年度の提言につきましては、法人だより150号ま

たは、高崎法人会ホームページに掲載してございます。

左から富岡高崎市長、信澤会長、横田税制委員長

高崎
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税に関する高校生の作文
高崎税務署長賞

　「
税
金
が
高
い
よ
。」
母
が
た

め
息
を
つ
い
て
私
に
言
っ
た
。

国
は
そ
ん
な
に
お
金
を
と
る
の

か
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
大
変

に
な
る
で
は
な
い
か
。
税
金
の

知
識
が
乏
し
い
私
に
は
、
そ
の

母
の
言
葉
一
つ
で
、
税
金
に
対

し
て
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

た
。

　
そ
ん
な
時
、
学
校
の
現
代
社

会
の
授
業
で
、
国
の
歳
入
、
歳

出
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
国
の
歳

入
の
約
半
分
は
租
税
・
印
紙
収

入
で
あ
る
。
国
の
歳
入
は
租
税

で
ま
か
な
う
の
が
原
則
で
あ
る

が
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や

そ
れ
以
後
の
景
気
後
退
に
よ
り

税
収
は
減
り
、
公
債
が
ふ
く
ら

む
ば
か
り
と
い
う
事
を
知
っ

た
。
借
金
が
ふ
く
ら
む
ば
か
り

で
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
で

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
高
崎
税
務
署
長
賞
】

　「
私
た
ち
の
未
来
と
税
の
関
わ
り
」

　
　
　
群
馬
県
立
渋
川
女
子
高
等
学
校

２
年
　
後
　
藤
　
志
津
香

【
群
馬
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
】

　「
私
た
ち
の
生
活
と
税
」

　
　
　
群
馬
県
立
渋
川
女
子
高
等
学
校

２
年
　
富
　
沢
　
菜
　
那

【
高
崎
税
務
署
管
内

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
】

　「
税
金
で
健
や
か
な
未
来
を
」

　
　
　
群
馬
県
立
渋
川
高
等
学
校

２
年
　
都
　
筑
　
秀
　
斗

【
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞 

優
秀
】

　「
人
々
の
願
い
か
ら
な
る
税
金
」

　
　
　
高
崎
市
立
第
一
中
学
校

３
年
　
糸
　
井
　
信
　
幸

【
群
馬
県
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
賞 

銅
賞
】

　「
も
し
、日
本
に
税
金
が
無
か
っ
た
ら…

」

　
　
　
吉
岡
町
立
吉
岡
中
学
校

３
年
　
星
　
野
　
日
花
里

【
群
馬
県
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
賞 

優
秀
】

　「
世
代
を
つ
な
ぐ
助
け
合
い
」

　
　
　
高
崎
市
立
並
榎
中
学
校

３
年
　
中
　
島
　
功
　
貴

　「「
当
た
り
前
」な
ん
て
な
い
」

　
　
　
高
崎
市
立
吉
井
中
央
中
学
校

２
年
　
福
　
田
　
歩
　
実

　「「
税
か
ら
生
ま
れ
る
幸
せ
」」

　
　
　
高
崎
市
立
吉
井
中
央
中
学
校

　
　
２
年
　
黛
　
　
　
美
沙
樹

税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

中
高
生
の「
税
の
作
文
」

　
　
　
　
　
受
賞
者
一
覧

の
税
金
の
存
在
は
と
て
も
大
き

い
も
の
な
ん
だ
と
感
じ
た
。
税

へ
の
見
方
が
変
わ
っ
た
瞬
間

だ
っ
た
。

　
ま
た
、国
の
歳
出
を
見
る
と
、

社
会
保
障
に
公
債
費
を
は
じ

め
、
教
育
、
産
業
、
国
土
保
全
・

開
発
、
防
衛
な
ど
、
幅
広
い
分

野
に
税
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　
も
し
こ
れ
ら
が
な
か
っ
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
。
社
会
保
障
が
な

か
っ
た
ら
、
私
た
ち
は
今
ま
で

の
よ
う
に
安
価
で
医
療
は
受
け

ら
れ
な
い
。
文
教
及
び
科
学
振

興
費
が
な
か
っ
た
ら
教
科
書
は

有
料
に
な
る
し
、
誰
も
が
教
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
税
金
は
私
た
ち

の
生
活
と
未
来
を
良
く
す
る
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
と
感

じ
た
。

　
私
は
ま
だ
高
校
生
で
納
税
と

い
う
も
の
を
あ
ま
り
身
近
に
感

じ
な
い
が
、
物
を
買
う
時
の
消

費
税
は
普
段
か
ら
納
め
て
い
る

身
近
な
税
だ
。
二
〇
一
四
年
か

ら
消
費
税
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
八
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
引
き
上
げ

さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
も
私

は
国
民
の
負
担
が
大
き
く
な
る

だ
け
、
と
考
え
て
い
た
。
し
か

し
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
払
う

八
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
は
、
未
来

で
私
た
ち
に
必
要
な
形
に
な
っ

て
帰
っ
て
く
る
。
そ
う
考
え
る

と
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は

未
来
で
の
お
返
し
が
増
え
る
と

い
う
よ
う
に
も
感
じ
る
。
税
を

知
る
事
で
考
え
方
が
変
わ
っ

た
。

　
中
学
生
の
時
、
私
は
教
科
書

の
裏
表
紙
に
、「
こ
の
教
科
書

は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う

皆
さ
ん
へ
の
期
待
を
込
め
て
、

国
民
の
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
書

か
れ
て
い
た
の
を
発
見
し
た
。

そ
の
時
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

頑
張
っ
て
働
い
て
納
め
た
日
本

の
ど
こ
か
の
人
の
税
金
が
、
私

た
ち
の
た
め
に
、
日
本
の
未
来

の
た
め
に
使
っ
て
も
ら
え
て
い

る
と
思
う
と
、
私
は
使
命
感
を

感
じ
た
。
こ
の
税
金
を
無
駄
に

し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
教
科

書
を
し
っ
か
り
使
っ
て
学
ぼ

う
、
と
。

　
税
に
つ
い
て
知
る
に
つ
れ

て
、
国
の
未
来
を
担
う
私
た
ち

に
税
の
理
解
は
不
可
欠
だ
と
感

じ
た
。将
来
大
人
に
な
っ
た
ら
、

税
の
不
満
で
な
く
、
税
の
希
望

を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

「
私
た
ち
の
未
来
と
税
の
関
わ
り
」

群
馬
県
立
渋
川
女
子
高
等
学
校
二
年

　
　
　
　
　
　
　

後
　
藤
　
志
津
香 

さ
ん

高
崎
税
務
署
長
賞
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中学生の税についての作文

全国納税貯蓄組合連合会長賞 優秀
群馬県教育委員会教育長賞

　「
納
税
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
」

　
　
　
吉
岡
町
立
吉
岡
中
学
校

　
　
３
年
　
渡
　
辺
　
理
　
彩

【
高
崎
税
務
署
長
賞
】

　「
み
ん
な
の
暮
ら
し
の
た
め
に
」

　
　
　
安
中
市
立
第
一
中
学
校

２
年
　
齊
　
藤
　
侑
　
夏

　「
私
の
身
近
な
税
」

　
　
　
渋
川
市
立
北
橘
中
学
校

１
年
　
奈
　
良
　
杏
　
璃

【
群
馬
県
西
部
県
税
事
務
所
長
賞
】

　「
未
来
を
明
る
く
す
る
た
め
に
」

　
　
　
安
中
市
立
松
井
田
東
中
学
校

３
年
　
山
　
下
　
心
　
子

【
群
馬
県
渋
川
行
政
県
税
事
務
所
長
賞
】

　「
税
金
と
未
来
」

　
　
　
渋
川
市
立
古
巻
中
学
校

３
年
　
安
　
達
　
佳
　
奈

【
高
崎
税
務
署
管
内

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
】

　「
税
金
と
明
る
い
暮
ら
し
」

　
　
　
渋
川
市
立
赤
城
南
中
学
校

３
年
　
女
　
屋
　
祐
　
奈

　「「
普
通
」を
守
る
税
金
」

　
　
　
高
崎
市
立
大
類
中
学
校

１
年
　
菅
　
原
　
美
　
夏

【
群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】

　「
人
々
の
願
い
か
ら
な
る
税
金
」

　
　
　
高
崎
市
立
第
一
中
学
校

３
年
　
糸
　
井
　
信
　
幸

【
高
崎
市
教
育
長
賞
】

　「
税
の
大
切
さ
」

　
　
　
高
崎
市
立
高
南
中
学
校

３
年
　
安
　
部
　
海
　
遥

【
渋
川
市
教
育
長
賞
】

　「
税
金
の
あ
り
が
た
さ
」

　
　
　
渋
川
市
立
渋
川
中
学
校

３
年
　
狩
　
野
　
　
　
奨

【
安
中
市
教
育
長
賞
】

　「
税
金
の
大
切
さ
」

　
　
　
安
中
市
立
第
二
中
学
校

３
年
　
小
　
山
　
　
　
結

【
榛
東
村
教
育
長
賞
】

　
　「
税
に
つ
い
て
考
え
る
」

　
　
　
榛
東
村
立
榛
東
中
学
校

３
年
　
鎌
　
田
　
菜
　
緒

【
吉
岡
町
教
育
長
賞
】

　「
税
に
つ
い
て
」

　
　
　
吉
岡
町
立
吉
岡
中
学
校

３
年
　
安
　
田
　
伊
　
吹

　
今
の
僕
達
に
と
っ
て
、
税
と

い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
小
学
校
高

学
年
か
ら
だ
。
そ
れ
ま
で
僕
は

税
と
い
う
も
の
に
商
品
を
買
う

と
き
に
払
う
商
品
の
値
段
の
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
消
費
税
の
よ
う

に
、
余
計
に
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
嫌
だ
と
い
う
考
え

を
持
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
今
ま
で
持
っ
て
い

た
考
え
も
小
学
六
年
生
の
時
に

が
ら
り
と
変
わ
っ
た
。

　
小
学
六
年
生
の
冬
、
授
業
の

一
環
と
し
て
学
校
に
税
理
士
の

方
を
招
き
、
僕
は
そ
の
税
理
士

の
方
に
税
に
つ
い
て
の
お
話
を

聞
い
た
。
そ
の
方
は
消
費
税
、

法
人
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の

の
社
会
を
保
ち
支
え
る
た
め
に

も
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

税
金
は
現
在
の
社
会
を
維
持
す

る
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
こ
の
義
務
を
果
た
す

と
い
う
こ
と
は
、
社
会
と
人
々

を
支
え
る
社
会
貢
献
で
あ
り
、

社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
原
動

力
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
現
在
の
僕
は
人
々
の
願
い
と

意
思
が
つ
ま
っ
た
税
金
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
、
僕
自
身
が
税
金
に
よ
っ

て
社
会
や
人
々
を
支
え
る
側
に

な
れ
る
よ
う
に
、
日
々
努
カ
し

て
い
き
た
い
。

税
の
種
類
に
つ
い
て
お
話
を
な

さ
っ
た
後
、
税
金
は
僕
達
が
使

用
し
て
い
る
学
校
や
公
園
な
ど

の
公
共
施
設
や
自
分
の
使
っ
て

い
る
教
科
書
に
使
わ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
お
話
し
て
下

さ
っ
た
。

　
税
金
が
公
共
施
設
や
支
給
さ

れ
る
教
科
書
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
す
で
に
以
前
か

ら
知
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
税
理
士
の
方
の
お
話

を
聞
い
た
時
、
今
ま
で
の
自
分

自
身
の
持
っ
て
い
た
「
た
だ
税

と
し
て
お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
自
己
中
心

的
な
考
え
方
が
未
熟
な
考
え
方

で
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
た
。

　
こ
の
で
き
ご
と
以
来
、
僕
は

税
と
い
う
も
の
が
僕
自
身
に

と
っ
て
、
人
々
に
と
っ
て
、
社

会
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在

で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
税
を
払

う
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
自
分
自
身
で
新
た

に
税
に
つ
い
て
の
考
え
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
新
た
な
考
え
と
は
、
税

金
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
社
会

が
よ
り
良
い
社
会
に
な
っ
て
ほ

し
い
、
物
事
が
円
滑
に
進
む
社

会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

人
々
の
願
い
が
形
と
な
っ
て
表

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え

だ
。
僕
達
に
無
償
で
支
給
さ
れ

る
教
科
書
は
今
後
の
社
会
を
担

い
、
よ
り
発
展
し
て
い
く
よ
う

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

人
々
の
願
い
が
税
金
と
な
り

今
、
教
科
書
と
な
っ
て
自
分
の

手
元
に
あ
る
の
だ
と
現
在
で
は

思
う
。

　
ま
た
、
税
を
払
う
と
い
う
こ

と
に
関
し
て
は
、
社
会
や
人
々

を
支
え
る
た
め
の
最
も
重
要
な

社
会
貢
献
で
あ
る
と
考
え
た
。

国
民
の
義
務
と
し
て
「
納
税
の

義
務
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
現
在

「
人
々
の
願
い
か
ら
な
る
税
金
」

高
崎
市
立
第
一
中
学
校
三
年

　
　
　
　
　
　
　

糸
　
井
　
信
　
幸 

さ
ん 

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞 

優
秀

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
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中小企業向け貸倒保証制度中小企業向け貸倒保証制度中小企業向け貸倒保証制度
ご加入のおすすめご加入のおすすめご加入のおすすめ

三井住友海上火災保険株式会社
群馬支店　高崎支社（担当：吉田）
〒370-0045
高崎市東町 80　群馬トヨタビル５Ｆ
TEL027-323-4332  FAX027-327-4046 

貸倒損失の平準化
貸倒リスクを一定額の保険料負担によ
り保険に転嫁することで、費用を平準化
することが可能となります。

与信管理の充実・向上
貴社の与信管理に保険会社の審査が加
わり、取引先に対する与信管理の充実・
向上が図れます。

法人会
会員企業専用プラン。
是非ご利用ください。
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「
税
を
考
え
る
週
間
」
関
連
事
業

　

平
成
25
年
度
税
を
考
え
る
週

間
（
11
月
11
日
～
17
日
）
の
関
連

事
業
と
し
て
、
高
崎
法
人
会
で

は
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
に

よ
る
街
頭
Ｐ
Ｒ
運
動
や
、
作
家
の

林
真
理
子
氏
に
よ
る
公
開
講
演

会
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
（
月
）
高
崎
駅
東

口
及
び
西
口
に
て
、
高
崎
法
人

会
、
高
崎
税
務
署
、
税
理
士
会

高
崎
支
部
、
西
部
県
税
事
務
所

の
４
者
合
同
で
税
を
考
え
る
週

間
の
Ｐ
Ｒ
運
動
と
し
て
、
小
学

生
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
優
秀
作

品
を
プ
リ
ン
ト
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

　

法
人
会
長
、
高
崎
税
務
署

長
、
税
理
士
会
支
部
長
、
西
部

県
税
事
務
所
長
を
は
じ
め
と
す

る
各
団
体
の
役
職
員
が
、
国
税

庁
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
イ
ー
タ

君
」、
群
馬
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
」
と
共

に
、
午
前
７
時
よ
り
配
布
を
開

始
し
、
通
勤
・
通
学
途
中
の

方
々
に
挨
拶
と
Ｐ
Ｒ
の
声
掛
け

を
し
つ
つ
、
５
０
０
０
個
の
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し

ま
し
た
。

　

11
月
12
日
（
火
）
高
崎
市
文

化
会
館
に
て
、
作
家
の
林
真
理

子
氏
を
お
招
き
し
、
「
野
心
の

す
す
め
」
と
題
し
た
公
開
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
初
の
定
員
３
０
０
名
の
と

こ
ろ
、
倍
以
上
の
方
の
申
込
が

あ
り
、
急
遽
、
７
０
０
名
超
収

容
で
き
る
会
場
へ
、
変
更
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
定
員
以

上
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ

き
、
林
先
生
の
人
気
の
程
に
驚

き
ま
し
た
。

　

定
員
越
え
の
た
め
お
断
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

は
こ
の
場
に
て
改
め
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

講
演
会
当
日
は
、
会
員
の

方
々
を
は
じ
め
一
般
の
方
も
含

め
約
７
０
０
名
の
方
々
が
聴
講

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

林
先
生
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
た
小
説
を
中
心
に
取
材
過

程
や
ネ
タ
の
き
っ
か
け
等
の
執

筆
作
業
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
つ

つ
紹
介
さ
れ
、
何
度
も
会
場
の

笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

税
を
考
え
る
週
間
Ｐ
Ｒ
運
動　

　

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布

林
真
理
子
氏　
　
　

　

公
開
講
演
会
開
催

「税を考える週間」関連事業
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法人会会員企業にお勤めの皆様には、お一人からでも集団取扱の割安な保険料でご加入いただけます。

群馬支社
〒370-0841　高崎市栄町16-11　高崎イーストタワー13Ｆ

法人会フリーダイヤル 0120-876-505

■引受保険会社（お問い合わせ先）

がん保険なら 医療保険なら

　

11
月
14
日
（
木
）
ビ
エ
ン
ト

高
崎
に
お
い
て
、
高
崎
税
務

署
、
西
部
県
税
事
務
所
、
渋
川

行
政
県
税
事
務
所
、
高
崎
税
務

署
管
内
税
務
協
力
団
体
連
絡
協

議
会(

税
団
協)

共
催
に
よ
る
納

税
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
高
崎
法

人
会
も
、
税
団
協
の
一
員
と
し

て
行
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
高
崎
税
務
署

長
表
彰
、
西
武
県
税
事
務
所
長

表
彰
等
の
授
与
が
行
わ
れ
、
当

会
か
ら
も
３
名
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。(

３
頁
参
照)

　

続
い
て
、
税
に
関
す
る
高
校

生
の
作
文
、
中
学
生
の
税
に
つ

い
て
の
作
文
の
表
彰
式
も
行
わ

れ
、
優
秀
作
品
２
点
の
朗
読
も

行
わ
れ
ま
し
た
。(

５
～
６
頁

参
照)

　

11
月
11
日
（
月
）
高
崎
税
務

署
に
お
い
て
、
高
崎
税
務
署
と

高
崎
法
人
会
女
性
部
会
と
の

「
税
に
関
す
る
座
談
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
座
談
会
は
、
今
年
度
よ

り
開
始
さ
れ
、
宮
田
部
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
女
性
部
会
役
員

と
小
曾
戸
税
務
署
長
、
飯
島
副

署
長
、
相
馬
統
括
、
矢
尻
上
席
と

が
、
座
談
会
形
式
で
税
に
関
す

る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
頃
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
こ
の
機
会
に
直
接
質

問
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義

な
座
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

優
良
法
人
特
別
部
会(

松
井

一
雄
世
話
人
代
表)

で
は
、

「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
行
事

と
し
て
、
11
月
15
日
（
金)

、

高
崎
税
務
署
長
の
小
曾
戸
勇
氏

を
お
招
き
し
、
税
務
署
長
講
演

会
を
グ
ラ
ン
ド
パ
テ
ィ
オ
高
崎

に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
，
「
税
の
役
割

と
税
務
署
の
仕
事
」
と
題
し
、

税
の
役
割
や
、
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
」
の
改
善
等
の
納
税
環

境
の
整
備
国
際
的
租
税
回
避
へ

の
対
応
を
は
じ
め
と
し
た
適

正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
の
た

め
の
国
際
的
な
取
引
へ
の
対
応

等
、
様
々
な
事
例
を
交
え
ご
講

演
い
た
だ
き
、
大
変
興
味
深
い

内
容
で
し
た
。

納
税
表
彰
式

税
に
関
す
る
座
談
会

高
崎
税
務
署
長
講
演
会

「税を考える週間」関連事業

国税に関する申告や納税、
申請・届出などの手続が
インターネットで行えます。



９法人だより　２０１４．１．１０　Ｎｏ．１５１

経営のヒント



法人だより　２０１４．１．１０　Ｎｏ．１５１１０

経営のヒント

昨



１１法人だより　２０１４．１．１０　Ｎｏ．１５１

経営のヒント



１２法人だより　２０１４．１．１０　Ｎｏ．１５１

健康情報

　

社
食
、
つ
ま
り
社
員
食
堂
の

食
事
と
言
え
ば
、学
食(

学
生
食

堂
の
食
事)

と
並
ん
で
、ず
っ
と

「
安
か
ろ
う
、
ま
ず
か
ろ
う
」
の

代
表
格
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
最
近
、
あ
る
企
業

の
社
食
の
レ
シ
ピ
本
が
注
目
を

集
め
、
６
０
０
万
部
を
超
す
大

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る

の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
書

籍
だ
け
で
な
く
、
映
画
化
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

話
題
の
本
と
は
、ず
ば
り「
体

脂
肪
計
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
」

〈
大
和
書
房
〉
で
す
。
計
測
器

メ
ー
カ
ー
の
タ
ニ
タ
は
、
世
界

で
も
初
め
て
開
発
し
た
家
庭
用

体
脂
肪
計
を
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー

と
命
名
し
て
売
り
出
し
、
一
躍

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
社
内
に
は
ア
イ
デ
ア
マ
ン

が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、

な
ぜ
製
品
と
は
違
う
社
食
で
も

有
名
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、

ど
う
も
ラ
ッ
キ
ー
な
偶
然
が
重

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

発
端
は
、あ
る
社
員
が「
う
ち

の
社
食
は
美
味
し
く
て
、
量
も

非
常
に
多
い
の
に
、
知
ら
な
い

う
ち
に
ス
リ
ム
に
な
っ
て
い

た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
の

が
、
た
ま
た
ま
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

担
当
者
の
目
に
止
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
話
題
と
し
て
放
映

さ
れ
た
の
を
、こ
れ
ま
た
、出
版

社
の
担
当
者
が
た
ま
た
ま
見
て

い
て
、「
こ
れ
は
い
け
る
」
と
判

断
し
た
の
で
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、「
知
ら
な
い
う

ち
に
ス
リ
ム
に
な
っ
て
い
た
」

と
い
う
社
員
の
コ
メ
ン
ト
に
あ

る
通
り
、
タ
ニ
タ
の
社
食
は
メ

タ
ボ
対
策
も
兼
ね
た
ヘ
ル
シ
ー

食
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
上

で
、味
が
良
く
て
、ボ
リ
ュ
ー
ム

が
い
っ
ぱ
い
、と
き
て
い
ま
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
絡
み
の
食
事
は
一

般
に
、量
が
圧
倒
的
に
少
な
く
、

し
か
も
砂
を
噛
む
よ
う
な
味
が

す
る
も
の
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
ま

さ
に
正
反
対
と
い
う
か
、
ヘ
ル

シ
ー
食
の
常
識
を
打
ち
破
っ
て

い
ま
し
た
。

　

同
社
の
社
食
作
り
を
総
括
す

る
と
、「
美
味
で
、
満
腹
感
が
あ

る
」
を
大
前
提
に
、「
ヘ
ル
シ
ー

で
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
」

を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
１
食
あ
た
り

５
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
前
後
に

抑
え
る
②
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
入

れ
る
③
塩
分
を
控
え
め
に
す
る

の
３
つ
で
す
。
ア
イ
デ
ア
を
自

由
に
出
し
合
う
社
風
の
中
で
、

管
理
栄
養
士
た
ち
が
議
論
を
重

ね
、
必
要
な
栄
養
素
を
全
て
盛

り
込
み
、
味
付
け
に
も
存
分
に

腕
を
発
揮
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

働
き
盛
り
の
男
性
社
員
が
昼

食
に
好
ん
で
食
べ
る
ビ
ー
フ
カ

レ
ー
は
平
均
９
５
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
、
カ
ツ
ど
ん
は
８
９
０
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
５
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
満

腹
感
を
持
た
す
の
に
は
、
味
の

良
さ
と
同
時
に
野
菜
が
中
心
な

が
ら
、
量
の
多
さ
に
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
太
っ

て
は
い
け
な
い
と
、
ほ
ん
の
少

し
の
量
を
出
さ
れ
る
と
、
食
べ

る
方
の
気
分
は
萎
え
、
間
食
に

走
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
参
考

ま
で
に
日
本
人
男
性
の
１
日
平

均
摂
取
カ
ロ
リ
ー
は
約
２
２
０

０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す
が
、30

代
だ
と
３
０
０
キ
ロ
カ
リ
ー
ほ

ど
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、タ
ニ
タ
は
東
京
・
板
橋

に
あ
る
本
社
の
社
員
食
堂
を
一

般
公
開
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
に
外
食

産
業
と
提
携
し
、
首
都
の
中
心

街
・
丸
の
内
に
食
堂
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。店
名
は「
丸
の
内

タ
ニ
タ
食
堂
」。８
０
０
円
の
日

替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ご
飯
に

３
菜
、み
そ
汁
で
、本
社
食
堂
の

基
本
が
し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
近
辺

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
Ｏ
Ｌ
か
ら

は
、
〝
満
腹
ヘ
ル
シ
ー
食〟

と
呼

ば
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
、ス
リ
ム
に
な
る
」

こ
と
。
男
性
の
多
く
は
社
会
人

に
な
る
と
、
運
動
不
足
と
居
酒

屋
通
い
で
胴
回
り
が
膨
れ
て
き

て
、
悩
ん
だ
あ
げ
く
に
ダ
イ

エ
ッ
ト
食
へ
の
挑
戦
を
始
め
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
メ
タ
ボ
予

備
軍
に
も
大
変
参
考
に
な
る
、

あ
り
が
た
い
教
科
書
が
出
現
し

た
と
言
え
そ
う
で
す
。

美
味
し
く
て
、ボ
リ
ュ
ー
ム 
　

　
　

い
っ
ぱ
い
の
メ
タ
ボ
対
策

１
食
あ
た
り
５
０
０
キ
ロ　
　

　
　
　

カ
ロ
リ
ー
前
後
を
厳
守

社
員
食
堂
の
ヘ
ル
シ
ー
食

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

大　

谷　

克　

弥
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最近の話題から

　

今
や
10
人
に
１
人
が
仕
事
を

し
な
が
ら
介
護
に
関
わ
り
、
介

護
を
理
由
と
す
る
退
職
者
も
年

間
14
万
人
超
と
深
刻
な
状
況
に

あ
る
。
２
０
２
５
年
に
は
団
塊

世
代
が
75
歳
以
上
に
な
り
、
企

業
経
営
を
担
う
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

層
が
親
の
介
護
に
直
面
す
る

「
大
介
護
時
代
」
が
到
来
す

る
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
層
は
兄
弟

が
少
な
い
う
え
に
未
婚
率
も
相

対
的
に
高
く
、
親
の
世
代
に
比

べ
て
介
護
の
負
担
が
大
き
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

企
業
に
と
っ
て
は
、
仕
事
と

介
護
を
両
立
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
が
経
営
の
重
要
な
課
題
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
マ
ン

パ
ワ
ー
に
限
り
が
あ
る
中
小
企

業
で
は
、
介
護
の
た
め
に
中
核

人
材
が
退
職
し
た
り
、
女
性
の

活
用
が
妨
げ
ら
れ
た
り
す
る
事

態
に
な
れ
ば
、
経
営
の
弱
体
化

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　

両
立
を
難
し
く
し
て
い
る
背

景
に
は
、
介
護
特
有
の
事
情
が

あ
る
。
生
命
保
険
文
化
セ
ン

タ
ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
介
護

期
間
は
平
均
４
年
６
か
月
強
に

及
ぶ
。
い
つ
始
ま
り
、
い
つ
終

わ
る
か
見
通
し
が
立
た
ず
、
長

期
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
介
護

者
は
管
理
職
が
多
い
40
代
と
50

代
に
集
中
し
、
介
護
が
必
要
な

時
に
休
み
が
と
れ
な
い
、
遅
刻

や
早
退
が
で
き
な
い
と
い
っ
た

悩
み
を
抱
え
る
。
ま
た
要
介
護

者
宅
ま
で
片
道
数
時
間
か
か
る

「
遠
距
離
介
護
」
が
増
え
る
な

ど
、
核
家
族
化
に
伴
い
介
護
者

の
負
担
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
問

題
は
企
業
の
な
か
で
隠
し
事
に

な
り
や
す
い
。
東
京
都
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
企
業
の
約
４
割
が

従
業
員
の
家
族
に
要
介
護
者
が

い
る
か
ど
う
か
を
把
握
し
て
い

な
い
。
企
業
に
よ
っ
て
は
、
昇

進
な
ど
人
事
上
の
不
利
益
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
も
把
握

を
難
し
く
し
て
い
る
。

　

企
業
は
長
期
間
利
用
で
き
る

休
業
だ
け
で
な
く
、
半
日
や
日

単
位
で
取
得
で
き
る
介
護
の
た

め
の
休
暇
制
度
や
勤
務
日
選
択

制
、
在
宅
勤
務
な
ど
、
働
き
方

を
柔
軟
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
支
払
い

が
始
ま
り
、
介
護
に
直
面
す
る

可
能
性
が
高
ま
る
40
歳
か
ら
、

介
護
保
険
制
度
の
概
要
や
社
内

支
援
制
度
な
ど
の
基
本
情
報
を

周
知
す
る
と
い
っ
た
早
め
の
取

り
組
み
が
大
事
だ
。

　

中
小
企
業
は
大
企
業
に
比
べ

て
、
こ
う
し
た
対
応
が
難
し
い

わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
少
人

数
の
職
場
だ
か
ら
こ
そ
裁
量
が

働
き
、
従
業
員
が
介
護
の
時
だ

け
職
場
を
離
れ
る
と
い
っ
た
臨

機
応
変
な
対
応
が
と
り
や
す
い

と
も
い
え
る
。
地
域
の
中
小
企

業
が
共
同
で
介
護
に
必
要
な
情

報
を
収
集
し
た
り
、
社
会
保
険

労
務
士
を
介
し
て
一
体
的
に
対

策
を
進
め
た
り
す
る
方
法
も
有

効
だ
ろ
う
。

　

肝
心
な
の
は
「
介
護
は
定
年

ま
で
に
ほ
ぼ
全
員
が
直
面
す
る

課
題
」
と
い
う
〝
お
互
い
様〟

の
企
業
風
土
を
醸
成
し
、
部
下

が
上
司
に
相
談
し
や
す
い
職
場

環
境
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
そ
れ

に
は
ト
ッ
プ
が
旗
振
り
役
に
な

る
必
要
が
あ
る
。

　

従
業
員
約
７
８
０
人
の
住
宅

設
計
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

（
千
葉
市
）
は
今
年
８
月
、
法

定
の
93
日
を
含
め
１
年
間
の
介

護
休
業
制
度
を
導
入
し
た
。
女

性
が
半
数
を
占
め
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
扱

う
技
術
職
が
多
い
と
い
う
事
情

か
ら
、｢

ス
キ
ル
の
高
い
人
に
辞

め
ら
れ
た
ら
経
営
の
大
き
な
痛

手
に
な
る
」(

人
事
担
当
者
）
と

早
め
の
対
応
を
決
断
し
た
。｢

従
業
員
に
良
い
事
は
早
く
、
と

い
う
ト
ッ
プ
の
理
解
が
一
番
大

き
か
っ
た
」(

同
）
と
話
す
。

　

国
や
自
治
体
の
後
押
し
も
欠

か
せ
な
い
。
介
護
支
援
に
前
向

き
な
企
業
の
紹
介
や
、
先
進
的

な
取
り
組
み
で
実
績
を
上
げ
て

い
る
企
業
を
対
象
に
し
た
表
彰

制
度
な
ど
は
、
コ
ス
ト
を
そ
れ

ほ
ど
か
け
ず
に
、
企
業
の
や
る

気
を
引
き
出
す
効
果
が
期
待
で

き
そ
う
だ
。
官
民
が
協
力
し
て

仕
事
と
介
護
の
両
立
が
あ
た
り

ま
え
の
社
会
を
構
築
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
大
介
護
時
代
は
乗

り
切
れ
な
い
。

「
大
介
護
時
代
」

　
　
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
あ
た
り
ま
え
の
社
会
を

日
刊
工
業
新
聞
社
論
説
委
員
長

岡
田　

直
樹

介
護
は
隠
し
事
に
な
り
や
す
い

中
小
企
業
は　
　
　
　
　
　

　
　

少
人
数
の
利
点
生
か
せ

〝
お
互
い
様〟
の
企
業
風
土
を

ご来店・お電話お待ちしております。

（アメリカンファミリー生命）

問屋街

ヤオコー

長泉寺

高
崎
貨
物

ア
オ
キ

植
原
整
形

　
　
外
科

至高崎駅

北高崎駅

N

http://www.idasogo.co.jp
master@idasogo.co.jp
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
開
催
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
審
査
員
の
耳

に
残
っ
た
の
が
、｢

お
も
て
な

し
の
心
」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
外
国
に
も
似
た
よ

う
な
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
「
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
と
語

り
か
け
た
の
で
す
か
ら
、
違
い

が
ハ
ッ
キ
リ
あ
る
の
で
し
ょ

う
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
つ
の
言
葉
が

「
ど
う
違
う
の
か
説
明
せ
よ
」

と
い
わ
れ
て
も
、
日
本
人
の
私

た
ち
で
す
ら
上
手
く
言
え
な
い

気
が
し
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、

「
侘
び
さ
び
」
が
日
本
文
化
の

特
徴
の
一
つ
だ
と
い
い
な
が

ら
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
だ

か
、
日
本
人
で
す
ら
上
手
く
説

明
で
き
な
い
の
と
似
て
い
ま

す
。

　

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
と

「
お
も
て
な
し｣

。
例
え
ば
、

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
は
病
院

な
ど
で
も
使
い
ま
す
が
、｢

も

て
な
す
」
は
使
い
ま
せ
ん
。
医

療
の
現
場
で
は
、
ま
ず
は
患
者

の
状
態
を
正
し
く
観
察
し
、
治

療
の
視
点
か
ら
患
者
に
と
っ
て

最
適
な
こ
と
を
行
う
わ
け
で
す

か
ら
、
確
か
に
「
も
て
な
す
」

と
い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

相
手
が
、
喉
が
渇
い
て
い
そ

う
だ
な
と
思
っ
た
ら
、｢

も
て

な
す
」
は
「
お
茶
要
り
ま
せ
ん

か
？
」
と
訊
く
前
に
、
お
茶
を

出
し
て
く
る
感
じ
で
す
が
、

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
は
訊
い

て
、
欲
し
い
と
答
え
た
ら
出
す

と
い
う
感
じ
で
す
。

　

欲
し
い
と
い
う
〝意
思
表
示〟

に
応
え
る
の
が
「
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ｣

、
欲
し
い
と
い
う
気
持

ち
が
潜
在
的
に
あ
る
の
を
汲
み

取
っ
て
対
応
す
る
の
が
、｢

も

て
な
し
」
と
い
う
感
じ
が
し
ま

す
。

　

た
だ
、｢

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

は
「
も
て
な
す
」
と
違
っ
て
、

欲
し
い
と
い
う
意
思
表
示
に
は

何
度
で
も
対
応
し
て
く
れ
そ
う

な
感
じ
は
し
ま
す
。
病
院
で
は

患
者
の
意
思
表
示
に
応
え
続
け

る
こ
と
は
必
要
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
、｢

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

は
病
院
で
使
わ
れ
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
「
も
て
な
す
」
で

も
、
欲
し
い
と
い
う
意
思
表
示

に
は
何
度
も
対
応
し
て
く
れ
る

の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
は
も
う

「
応
接
」
と
か
別
の
言
葉
の
範

疇
に
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

そ
の
違
い
は
な
ぜ
起
き
る
の

か
と
考
え
る
と
、
た
ぶ
ん
「
も

て
な
す
」
時
に
は
、
相
手
の
〝心

に
寄
り
添
う〟

と
い
う
心
構
え

が
最
初
に
あ
る
か
ら
と
思
い
ま

し
た
。
相
手
の
心
に
寄
り
添
う

こ
と
で
ま
ず
、｢

心
の
会
話
」

が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
次
に

「
言
葉
の
会
話
」
が
始
ま
る
と

い
う
、
２
段
階
会
話
術
を
「
も

て
な
す
」
は
秘
め
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
言
葉
の
会
話
が

始
ま
っ
た
後
で
は
、｢
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
」
と
の
差
異
は
薄
く

な
る
。
そ
の
違
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
と
感
じ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
い
え
ば
、
日
本
の
も
の

で
、
心
の
会
話
を
得
意
と
す
る

こ
と
で
、
世
界
に
ヒ
ッ
ト
し
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
〝
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん〟

で

す
。
キ
テ
ィ
に
は
、
お
口
が
あ

り
ま
せ
ん
。
開
発
担
当
者
の
話

で
は
、
こ
れ
は
忘
れ
た
の
で
は

な
く
て
、
も
と
も
と
、
付
け
る

こ
と
を
考
え
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
な
ミ
ッ

キ
ー
マ
ウ
ス
と
の
違
い
を
作
る

こ
と
を
考
え
た
と
き
に
、
心
の

会
話
の
存
在
に
気
づ
き
、
キ

テ
ィ
を
手
に
し
た
子
供
の
心
が

自
然
に
キ
テ
ィ
に
寄
り
添
う
に

は
、｢

キ
テ
ィ
に
お
口
は
要
ら

な
い
」
と
決
め
た
の
だ
そ
う
で

す
。

　

そ
れ
が
大
成
功
。
以
来
、
キ

テ
ィ
は
世
界
中
の
子
供
や
、
子

供
の
頃
に
キ
テ
ィ
と
の
会
話
に

な
じ
ん
だ
大
人
ま
で
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
取
り
込
ん
で
、
日
本
を
飛

び
出
し
世
界
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　

言
葉
の
会
話
の
前
に
、｢

心

の
会
話｣

。
７
年
後
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
時
に
備
え
て
、
今
か

ら
日
本
の
得
意
な
２
段
階
会
話

力
に
磨
き
を
か
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
「
お
も
て
な
し
の
心
」

㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
代
表

玄
間
千
映
子

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」と
の
違
い

相
手
の
心
に
寄
り
添
う
気
持
ち
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十
一
月
十
九
日
、
四
十
二
名

が
参
加
し
、「
西
湖
い
や
し
の

里
根
場
」
と
「
桔
梗
屋
工
場
見

学
」
へ
出
掛
け
ま
し
た
。

い
や
し
の
里
根
場
は
、
昭
和
四

十
一
年
の
台
風
災
害
で
失
わ
れ

た
茅
葺
き
集
落
を
再
生
し
た
、

昔
懐
か
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と

を
感
じ
ら
れ
る
観
光
拠
点
で

す
。

　

富
士
山
が
、
平
成
二
十
五
年

六
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
が
、
い
つ
で
も
そ

の
雄
大
な
姿
を
拝
め
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
霧
や

厚
い
雲
に
遮
ら
れ
、
見
え

な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、
当
日
は
ラ
ッ
キ
ー
な

こ
と
に
絶
好
の
お
天
気
で

「
日
本
の
宝
」
富
士
山
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
山
梨
銘
菓
、
信

玄
餅
の
桔
梗
屋
の
工
場
へ
。

信
玄
餅
は
、
誕
生
当
時
と

変
わ
ら
ず
「
人
の
手
」
に

よ
っ
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
包

装
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

女
性
が
活
躍
し
て
い
る
職

場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

バ
ス
の
車
内
で
は
、
富
岡
製

糸
場
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
は
じ
め
の
始
ま
り
～
ブ
ル
ク

と
シ
マ
ン
～
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修

を
行
い
、
富
岡
製
糸
場
の
歴
史

と
価
値
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

世
界
遺
産
登
録
へ
の
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

　

秋
の
一
日
、
部
会
員
同
士
の

親
睦
を
深
め
た
賑
や
か
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

女性部会

秋
の
研
修
会  

〜
山
梨
方
面
へ
〜

部会だより

【
租
税
教
室
と
は
】

（
国
税
庁
資
料
よ
り
抜
粋
）

　「
租
税
教
室
」
は
、
次
代
を

担
う
児
童
・
生
徒
に
税
の
意
義

や
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
い
、
税
に
対
す
る
理
解
が
、

国
民
各
層
に
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
開
催
し
て
い
ま

す
。（
中
略
）

　
税
金
と
は
「
社
会
共
通
の
費

用
を
ま
か
な
う
会
費
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
も
ら

い
、
な
ぜ
税
金
が
必
要
か
、
ま

た
、
税
金
が
社
会
の
た
め
に
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
な

ど
、
ビ
デ
オ
等
を
使
っ
て
説
明

し
ま
す
。

【
管
内
で
の
取
り
組
み
】

　
高
崎
税
務
署
長
、
管
内
の
市

町
村
長
、
各
教
育
長
、
校
長
会

会
長
、
県
税
事
務
所
長
、
法
人

会
を
含
む
税
務
協
力
団
体
等
で

組
織
す
る
高
崎
税
務
署
管
内
・

租
税
教
室
推
進
協
議
会
（
会
長

　
高
崎
市
長
　
富
岡
賢
治
氏
）

が
中
心
に
高
崎
市
、
渋
川
市
、

安
中
市
、
吉
岡
町
、
榛
東
村
の

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校

等
を
対
象
に
租
税
教
育
活
動
・

租
税
教
室
の
開
催
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
高
崎
法
人
会
で
の
取
り
組
み
】

　
法
人
会
青
年
部
会
と
し
て

は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
・
社

会
貢
献
活
動
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
部
会
員
の
理
解
と
協
力
の

も
と
、
税
知
識
の
普
及
や
啓
蒙

を
目
的
に
、
租
税
教
育
活
動
推

進
協
議
会
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
租
税
教
育
活
動
の
「
租
税
教

室
」の
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
税
が
大
切
な
も
の
だ

と
伝
え
る
と
同
時
に
、
税
が
正

し
く
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
国

民
一
人
一
人
が
自
分
の
こ
と
と

し
て
考
え
行
動
し
て
ほ
し
い
と

の
願
い
で
租
税
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
最
後
に
】

　
青
年
部
会
に
限
ら
ず
、
す
べ

て
の
法
人
会
の
会
員
企
業
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、
企

業
の
集
合
体
と
し
て
会
員
の
社

会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
、
各

種
の
社
会
貢
献
活
動
が
行
え
ま

す
こ
と
を
、
改
め
て
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

青年部会

社
会
的
責
任
と
し
て
の

租
税
教
育
活
動
と
租
税
教
室
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会員企業紹介

榛　名

サ
ン
エ
ス
工
業
株
式
会
社

会
員
企
業
紹
介

一
、
所
在
地

高
崎
市
町
屋
町
七
一
〇

℡
〇
二
七

－

三
四
〇

－

一
五
八
一

二
、
事
業
概
要

　
当
社
は
、
昭
和
34
年
に
㈲

清
水
電
気
と
し
て
創
業
し
、

平
成
元
年
に
サ
ン
エ
ス
工
業

㈱
に
社
名
を
変
更
し
現
在
に

至
り
ま
す
。
事
業
の
内
容

は
、
電
子
部
品
の
製
造
・
組

立
・
検
査
と
自
動
車
部
品
の

加
工
・
組
立
・
検
査
を
主
軸

と
し
て
、
消
臭
・
感
染
症
対

策
製
品
の
生
産
と
販
売
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

新
規
事
業
と
し
て
、
環
境
関

連
製
品
の
開
発
と
生
産
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
今
ま
で
培
っ

て
き
た
生
産
技
術
を
ベ
ー
ス

と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

を
有
効
活
用
し
、
激
変
す
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

品
質
・
コ
ス
ト
・
デ
リ
バ

リ
ー
の
改
善
な
ら
び
に
Ｃ
Ｓ

Ｒ
活
動
に
つ
い
て
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

三
、
経
営
理
念
・
会
社
Ｐ
Ｒ

　
創
業
以
来
、｢

従
業
員
の

幸
福｣

「
利
益
の
追
求｣

「
地

域
社
会
へ
の
貢
献
」
の
３
つ

を
経
営
理
念
と
し
て
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
実
現
す
る
た
め
に
、
現
場

力
を
鍛
え
「
凡
事
の
徹
底
」

と
「
曖
昧
の
排
除
」
を
基
本

と
し
て
、
お
客
様
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
づ
く
り

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

代表取締役

清水　威

会員企業をサポートする会員企業をサポートする

ＡＡ ＩＩ ＵのリスクソリューションＵのリスクソリューション

企業防衛・福利厚生目的に法人会のビジネスガードシリーズ

お問い合わせ先

Ａ Ｉ Ｕ 損害保険株式会社 群馬支店
〒371-0805 群馬県 前橋市南町3-9-5 大同生命前橋ﾋﾞﾙ 6F
代表：０２７－２２３－５７７１ ＦＡＸ：０２７－２２３－６０９４

子　持

有
限
会
社
　
東
電
器

会
員
企
業
紹
介

一
、
所
在
地

渋
川
市
中
郷
五
九
八

－

五
九

℡
〇
二
七
九

－

五
三

－

三
一
七
〇

二
、
事
業
概
要

　
当
社
は
、
昭
和
48
年
創
業

開
始
以
来
、
ハ
ー
ネ
ス
カ
ッ

ト
加
工
か
ら
は
じ
め
、
安
定

器
、
ス
イ
ッ
チ
、
タ
イ

マ
ー
、
ソ
レ
ノ
イ
ド
コ
イ

ル
、
ラ
ン
プ
ホ
ル
ダ
ー
、
非

常
灯
用
器
具
部
品
の
組
立
な

ど
を
経
て
、
現
在
で
は
、
主

に
車
載
部
品
の
ハ
ー
ネ
ス
加

工
及
び
組
立
を
一
貫
し
て
生

産
。

　
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、
中
少
ロ
ッ
ト
多
品
種

に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

三
、
経
営
理
念
・
会
社
Ｐ
Ｒ

　
「
常
に
お
客
様
の
満
足
を

第
一
に
考
え
、
仕
事
の
質
を

高
め
て
良
い
製
品
を
提
供
す

る
。
」
を
品
質
方
針
に
掲

げ
、
品
質
・
コ
ス
ト
・
納
期

の
管
理
に
徹
し
、
日
々
の
改

善
活
動
を
社
員
全
員
で
行
っ

て
、
会
社
成
長
へ
向
け
て
一

致
団
結
し
て
い
ま
す
。

代表取締役

仙名聖司
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地区会だより

　
高
崎
市
新
町
商
工
会
（
運
営

委
員
長
　
桒
原
恒
一
）
は
今
年

２
月
を
め
ど
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
新

町
未
来
メ
ッ
セ
」を
立
ち
上
げ
、

優
れ
た
技
術
や
製
品
を
有
す
る

も
の
づ
く
り
企
業
を
広
く
地
域

内
外
に
紹
介
し
ビ
ジ
ネ
ス
の
機

会
を
創
出
し
ま
す
。
併
せ
て
企

業
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
も
作
成
し
全

国
の
商
工
会
を
は
じ
め
、
商
工

会
議
所
、
各
種
団
体
、
新
町
地

域
内
全
世
帯
な
ど
約
８
，
０
０

０
ヵ
所
に
配
布
し
ま
す
。

　
新
町
未
来
メ
ッ
セ
と
は
、
新

町
を
中
心
と
し
た
地
域
の
企

業
、
事
業
所
、
商
品
を
日
本
中

に
売
り
込
む
た
め
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
構
築
し
た
仮
想
市

場
（
メ
ッ
セ
）
の
こ
と
で
す
。

そ
の
「
メ
ッ
セ
」
に
事
業
所
や

企
業
の
情
報
を
集
積
し
て
日
本

中
に
発
信
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
広
げ
ま
す
。ま
た
、メ
ッ

セ
に
参
加
し
た
企
業
情
報
が
閲

覧
で
き
る
よ
う
全
国
す
べ
て
の

商
工
会
、
商
工
会
議
所
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
（
企
業
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ)

を
配
布
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
相
乗
効
果

を
狙
い
ま
す
。

　
現
在
、「
新
町
未
来
メ
ッ
セ
」

のF
aceb

o
o
k

ペ
ー
ジ
を
開
設

し
て
活
動
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
公
開
し
て
い
ま
す
。是
非
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
新
町
未
来
メ
ッ
セ
」←
検
索

高
崎
市
新
町
の
ビ
ジ
ネ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

新
町
未
来
メ
ッ
セ

新町

　

上
野
国
分
寺
跡(

高
崎
市
東

国
分
町)

に
近
い
国
府
小
学
校

の
東
南
の
一
角
に
、「
国
分
人

参
誌
」
と
い
う
石
造
り
の
重
々

し
い
記
念
碑
が
建
っ
て
い
ま

す
。

　

昭
和
30
年
代
に
建
て
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
題
字

は
当
時
の
農
林
大
臣
井
出
一
太

郎
に
よ
る
も
の
で
、
歳
月
に
さ

ら
さ
れ
た
碑
文
に
は
〝國
分
鮮

紅
大
長
人
参〟
の
由
来
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
分
ニ
ン
ジ
ン
は
、
明
治
末

期
に
矢
島
常
七
と
い
う
人
が
東

京
西
ヶ
原
よ
り
も
た
ら
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
大
正
時
代
、
旧
群
馬

町
地
区
の
国
府
村

西
国
分
に
お
い
て

品
種
改
良
さ
れ
た

特
産
の
種
は
全
国

で
使
わ
れ
、
昭
和

30
年
代
前
半
に
は

国
内
の
ニ
ン
ジ
ン

の
８
割
を
占
め
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
高
度

経
済
成
長
期
に
な
る
と
各
家
庭

で
冷
蔵
庫
が
普
及
す
る
よ
う
に

な
り
、
収
納
し
や
す
く
ま
た
農

家
に
と
っ
て
は
収
穫
が
容
易
な

短
い
ニ
ン
ジ
ン
が
一
般
的
に
な

り
ま
し
た
。
煮
く
ず
れ
せ
ず
コ

ク
の
あ
る
甘
さ
で
全
国
的
に
名

を
は
せ
た
国
分
ニ
ン
ジ
ン
も
、

長
さ
が
60
セ
ン
チ
以
上
に
も
な

る
形
状
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
生
産
農
家
は
激
減
し

ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
等
で
見
か
け
る
こ

と
は
な
く
、
消
費
者
の
目
に
ふ

れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
今
で

は
幻
の
名
産
品
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

国
分
ニ
ン
ジ
ン
の
歴
史

群馬

法人会会員企業にお勤めの皆様には、お一人からでも集団取扱の割安な保険料でご加入いただけます。

群馬支社
〒370-0841　高崎市栄町16-11　高崎イーストタワー13Ｆ

法人会フリーダイヤル 0120-876-505

■引受保険会社（お問い合わせ先）

がん保険なら 医療保険なら
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親睦事業

雑学の庭

め
で
た
い
め
で
た
い
！
東
京
五
輪

めめめめめめめ
ででででででで
たたたたたたた
いいいいいいい
めめめめめめめ
ででででででで
たたたたたたた
いいいいいいい
！！！！！
東東東東東東東
京京京京京京京
五五五五五五五
輪輪輪輪輪輪輪

め
で
た
い
め
で
た
い
！
東
京
五
輪

　

２
０
２
０
年
の
第
32
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
に
決

定
。
こ
れ
で
、
東
京
は
数
少

な
い
複
数
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
都
市
（
夏
季
大
会
は
ロ

ン
ド
ン
３
回
、
ア
テ
ネ
、
パ

リ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
が
そ
れ

ぞ
れ
２
回
）
に
な
る
。

　

現
在
、
体
育
の
日
は
10
月

の
第
２
月
曜
日
だ
が
（
２
０

０
０
年
か
ら
、
ハ
ッ
ピ
ー
マ

ン
デ
ー
制
度
の
適
用
に
よ

り
）
、
以
前
は
10
月
10
日

だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
１
９
６

４
年
の
前
回
の
東
京
大
会
の

開
会
式
が
行
わ
れ
た
こ
の
日

を
記
念
と
し
た
か
ら
だ
。

　

国
民
の
祝
日
で
は
な
く

な
っ
た
が
、
こ
の
日
は
「
目

の
愛
護
デ
ー
」
で
あ
る
。
そ

れ
は
10
月
10
日
の
「
10
」
を

そ
れ
ぞ
れ
横
に
し
て
並
べ
る

と
人
間
の
眉
毛
と
目
に
見
え

る
。
な
ん
だ
か
〝
マ
ン
ガ
〟

み
た
い
な
話
だ
が
、
厚
労
省

が
主
催
す
る
立
派
な
年
行
事

　

２
０
２
０
年
の
第
32
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
に
決

定
。
こ
れ
で
、
東
京
は
数
少

な
い
複
数
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
都
市
（
夏
季
大
会
は
ロ

ン
ド
ン
３
回
、
ア
テ
ネ
、
パ

リ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
が
そ
れ

ぞ
れ
２
回
）
に
な
る
。

　

現
在
、
体
育
の
日
は
10
月

の
第
２
月
曜
日
だ
が
（
２
０

０
０
年
か
ら
、
ハ
ッ
ピ
ー
マ

ン
デ
ー
制
度
の
適
用
に
よ

り
）
、
以
前
は
10
月
10
日

だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
１
９
６

４
年
の
前
回
の
東
京
大
会
の

開
会
式
が
行
わ
れ
た
こ
の
日

を
記
念
と
し
た
か
ら
だ
。

　

国
民
の
祝
日
で
は
な
く

な
っ
た
が
、
こ
の
日
は
「
目

の
愛
護
デ
ー
」
で
あ
る
。
そ

れ
は
10
月
10
日
の
「
10
」
を

そ
れ
ぞ
れ
横
に
し
て
並
べ
る

と
人
間
の
眉
毛
と
目
に
見
え

る
。
な
ん
だ
か
〝
マ
ン
ガ
〟

み
た
い
な
話
だ
が
、
厚
労
省

が
主
催
す
る
立
派
な
年
行
事

で
あ
り
、
60
年
以
上
の
歴
史

が
あ
る
の
だ
。

「
目
は
口
ほ
ど
に
物
を
言

う
」
「
目
を
光
ら
す
」
な

ど
、
「
目
（
眼
）
」
か
ら
始

ま
る
成
句
が
い
く
つ
あ
る
の

か
？

　

手
元
の
『
広
辞
苑
』
で
調

べ
た
ら
１
２
５
個
も
あ
る
。

い
か
に
「
目
」
が
実
生
活
に

か
か
わ
り
が
あ
る
か
わ
か
る

と
い
う
も
の
だ
。

　

７
年
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
７
月
24
日
～
８
月

９
日
）
の
開
会
式
や
競
技

を
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
目

で
見
て
、
美
し
さ
に
目
を
奪

わ
れ
、
新
記
録
に
目
が
点
と

な
り
、
目
を
疑
う
記
録
に
驚

き
、
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を

目
に
焼
き
付
け
よ
う
で
は
な

い
で
す
か
。

で
あ
り
、
60
年
以
上
の
歴
史

が
あ
る
の
だ
。

「
目
は
口
ほ
ど
に
物
を
言

う
」
「
目
を
光
ら
す
」
な

ど
、
「
目
（
眼
）
」
か
ら
始

ま
る
成
句
が
い
く
つ
あ
る
の

か
？

　

手
元
の
『
広
辞
苑
』
で
調

べ
た
ら
１
２
５
個
も
あ
る
。

い
か
に
「
目
」
が
実
生
活
に

か
か
わ
り
が
あ
る
か
わ
か
る

と
い
う
も
の
だ
。

　

７
年
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
７
月
24
日
～
８
月

９
日
）
の
開
会
式
や
競
技

を
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
目

で
見
て
、
美
し
さ
に
目
を
奪

わ
れ
、
新
記
録
に
目
が
点
と

な
り
、
目
を
疑
う
記
録
に
驚

き
、
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を

目
に
焼
き
付
け
よ
う
で
は
な

い
で
す
か
。

●
法
人
会
・
税
理
士
会

　
　
　
　
　
　
　

親
善
ゴ
ル
フ
大
会 

開
催

●
第
６
回 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

開
催

　

高
崎
法
人
会
で
は
、
平
成
25

年
11
月
22
日（
金
）パ
ー
ク
レ
ー

ン
高
崎
に
お
い
て
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
会
員
企
業
の
代
表

者
、
従
業
員
、
ま
た
、
そ
の
家

族
の
方
々
等
85
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

大
会
は
２
ゲ
ー
ム
の
合
計
得

点
で
順
位
を
決
定
し
、
今
年
は

合
計
４
６
２
点
の
高
得
点
で
高

崎
市
の
石
橋
克
美
さ
ん
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
10
月
22
日
（
火
）、

高
崎
法
人
会
と
税
理
士
会
高
崎

支
部
で
は
、
サ
ン
コ
ー
72
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
親

善
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

同
じ
税
務
協
力
団
体
と
し

て
、
日
頃
協
力
し
て
い
る
両
団

体
が
、
よ
り
一
層
連
携
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
毎
年
開
催
さ
れ
お

り
、
今
年
も
両
団
体
よ
り
、
合

計
88
名
が
参
加
し
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

優勝した清水さん（右）

ご入会をご希望の方は法人会事務局まで
お問い合わせください。

法人会は「健全な経営」「正しい納税」「社会貢献」をテーマに
活動をすすめる全国約90万社の、会員組織です。

会　員
募集中

一般社団法人高崎法人会　事務局
　TEL：027-363-4526
　http://www.takasaki-hojinkai.com/
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税理士はあなたと企業のパートナー税理士はあなたと企業のパートナー
事業発展のお手伝いをします。

地域社会に貢献します。　秘密を守ります。

関東信越税理士会高崎支部

税理士会コーナー

税
を
考
え
る
週
間

　

「
日
頃
か
ら
国
民
の
皆
様
に

租
税
の
意
義
、
役
割
や
税
務
行

政
の
現
状
に
つ
い
て
、
よ
り
深

く
理
解
し
て
も
ら
い
、
自
発
的

か
つ
適
正
に
納
税
義
務
を
履
行

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
納
税
道

義
の
高
揚
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
毎
年
11
月
11

日
か
ら
11
月
17
日
ま
で

の
１
週
間
を
「
税
を
考

え
る
週
間
」
と
し
、
特

に
、
こ
の
期
間
を
中
心

に
様
々
な
広
報
広
聴
施

策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
」（
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
よ

り
）と
い
う
こ
と
で
、同

週
間
の
広
報
活
動
と
し

て
昨
年
に
引
き
続
き

様
々
な
催
し
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布

　

こ
の
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
、
税
を
考
え
る
週
間
の
初
日

に
あ
た
る
11
月
11
日
（
月
）
に
、

高
崎
税
務
署
・
西
部
県
税
事
務

所
・
高
崎
法
人
会
・
税
理
士
会
高

崎
支
部
と
４
団
体
共
同
で
広
報

税理士会

「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
広
報
活
動

関
東
信
越
税
理
士
会

　
　
高
崎
支
部
税
理
士

狐
　
塚
　
康
　
昭

始
め
て
み
る
と
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん

効
果(

イ
ー
タ
君
効
果
？)

も

あ
っ
た
の
か
、
予
定
よ
り
も
早

く
８
時
半
過
ぎ
に
用
意
さ
れ
た

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
全
て
配
り
終
え

ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
で
し
た

が
、
通
勤
通
学
の
忙
し
い
時
間

帯
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
っ
た

よ
り
多
く
の
人
が
受
け
取
っ
て

い
た
だ
い
た
印
象
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
後
は
別
の
場
所
、
別
の
時

間
帯
で
の
配
布
を
考
え
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。

用
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配

布
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
半
に
高
崎
駅
西
口

に
集
合
し
、法
人
会
・
税
理
士
会

の
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
て
、
駅

の
東
口
と
西
口
の
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
の
１
階
２
階
に
担

当
を
分
担
し
、
予
定
通
り
午
前

７
時
よ
り
配
布
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
な
ん
と
２
年
連

続
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ

リ
３
位
に
輝
い
た
ぐ
ん
ま

ち
ゃ
ん
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
に

続
い
て
参
加
し
て
く
れ
た

イ
ー
タ
君
も
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

配
布
前
は
生
涯
初
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
に
少
々

緊
張
し
、「
税
を
考
え
る
週

間
」
の
襷
が
気
恥
ず
か
し

く
、
ま
た
配
り
終
え
る
の

か
不
安
で
し
た
。
し
か
し

ティッシュを配る石井支部長ティッシュを配る石井支部長
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税理士会コーナー

　

消
費
税
率
が
平
成
26
年
４
月

１
日
よ
り
８
％（
消
費
税
6.3
％
・

地
方
消
費
税
1.7
％
）、
平
成
27

年
10
月
１
日
よ
り
10
％
（
同
じ

く
7.8
％
・
2.2
％
）
に
２
段
階
で

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
取
引
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
５
％
を
継

続
適
用
で
き
る
経
過
措
置
の
取

扱
い
が
国
税
庁
よ
り
公
表
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

①
旅
客
運
賃
等
に
関
す
る
経
過
措
置

　

旅
客
運
賃
、
映
画
、
演
劇
を

催
す
場
所
へ
の
入
場
料
金
そ
の

他
の
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
か

ら
領
収
し
て
い
る
前
売
り
券
等

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
４
月

１
日
以
後
に
役
務
提
供
が
行
わ

れ
て
も
５
％
の
税
率
が
適
用
と

な
り
ま
す
。

②
電
気
料
金
等
に
関
す
る
経
過
措
置

　

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
電
気

通
信
利
用
料
等
で
、
平
成
26
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
４
月

30
日
の
間
に
確
定
し
た
料
金
等

は
５
％
の
税
率
が
適
用
と
な
り

ま
す
。

③
工
事
の
請
負
等
に
関
す
る
経
過
措
置

　

指
定
日
（
平
成
８
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
25
年
10
月
１
日
、

以
下
同
じ
）
の
前
日
ま
で
に
締

結
等
さ
れ
た
工
事
や
請
負
契
約

等
に
つ
い
て
は
、
目
的
物
の
引

渡
し
が
平
成
26
年
４
月
１
日
以

後
で
あ
っ
て
も
５
％
の
税
率
が

適
用
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
指
定
日
以
後
に
当
該
契

約
の
対
価
の
額
が
増
額
さ
れ
た

場
合
に
は
、
増
額
さ
れ
る
前
の
対

価
部
分
だ
け
が
経
過
措
置
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
事
業
者

は
相
手
方
に
対
し
、
経
過
措
置
の

適
用
を
受
け
る
旨
を
書
面
に
よ

り
通
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
資
産
の
貸
付
け
に
関
す
る
経

過
措
置

　

指
定
日
の
前
日
ま
で
に
締
結

さ
れ
た
一
定
の
資
産
の
貸
付
け

に
係
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
貸

付
け
が
平
成
26
年
４
月
１
日
以

後
で
あ
っ
て
も
５
％
の
税
率
が

適
用
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
下
記
の
条
件
を
満
た

す
契
約
に
限
り
ま
す
。

A
当
該
契
約
に
係
る
資
産
の
貸

付
け
の
期
間
及
び
当
該
期
間

中
の
対
価
の
額
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と

B
事
業
者
が
事
情
の
変
更
そ
の

他
の
理
由
に
よ
り
当
該
対
価
の

額
の
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
旨
の
定
め
が
な
い
こ
と

C
解
約
可
能
な
旨
の
定
め
が
な

い
こ
と

D
そ
の
他
対
価
に
関
す
る
契
約

の
内
容
が
一
定
の
要
件
に
該

当
し
て
い
る
こ
と

　

な
お
指
定
日
以
後
に
対
価
の

額
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、

当
該
変
更
後
の
貸
付
け
は
経
過

措
置
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
事
業
者
は
相
手
方
に

対
し
、
経
過
措
置
の
適
用
を
受

け
る
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
仕
入
れ
に
係
る
対
価
の
返
還

等
に
関
す
る
経
過
措
置

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

行
っ
た
課
税
仕
入
れ
に
つ
き
、

平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
仕

入
れ
に
係
る
対
価
の
返
還
等
を

受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
５
％

の
税
率
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

⑥
売
上
げ
に
係
る
対
価
の
返
還

等
に
関
す
る
経
過
措
置

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

行
っ
た
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に

つ
き
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後

に
売
上
げ
に
係
る
対
価
の
返
還

等
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
５
％

の
税
率
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

⑦
貸
倒
れ
に
関
す
る
経
過
措
置

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

行
っ
た
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に

係
る
売
掛
金
等
に
つ
き
、
一
定

の
事
実
が
生
じ
た
た
め
、
平
成

26
年
４
月
１
日
以
後
に
領
収
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
で
あ
っ
て
も
５
％
の
税
率

が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

消
費
税
率
の
改
正
は
平
成
９

年
４
月
１
日
以
来
17
年
ぶ
り
と

な
り
ま
す
。
今
回
の
改
正
は
前

回
の
改
正
と
異
な
り
、
２
回
に

わ
た
り
税
率
引
き
上
げ
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
上
げ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
時
に
新
旧
税
率

の
適
用
を
巡
り
実
務
上
、
様
々

な
対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
税
率
変
更
に
よ
る

納
税
の
負
担
増
に
限
ら
ず
、
業

務
処
理
シ
ス
テ
ム
や
帳
票
様
式

な
ど
の
変
更
対
応
と
い
っ
た
人

的
・
資
金
的
負
担
を
負
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
本
編
で
説
明
し
た
項
目

以
外
の
取
引
に
つ
い
て
の
経
過

措
置
も
整
備
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
の
情
報
に

も
留
意
し
な
が
ら
、
す
で
に
国

税
庁
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
経

過
措
置
の
取
扱
い
に
関
す
る
法

令
解
釈
通
達
や
事
例
解
説
等
の

Ｑ
＆
Ａ
等
を
再
度
見
直
し
、
事

前
準
備
に
遺
漏
の
な
い
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

話
経 営 寸シリーズ

関東信越税理士会　高崎支部　税理士　  黒田　孝次

消費税増税に伴う
　　　　　経過措置について

は
じ
め
に

主
な
経
過
措
置（
概
要
）

お
わ
り
に
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税務署コーナー

消費税法改正等のお知らせ

「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法
の一部を改正する等の法律」による消費税法の主な改正内容
「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法
の一部を改正する等の法律」による消費税法の主な改正内容ⅠⅠ

消費税転嫁対策特別措置法に規定する「総額表示義務の特例措置」消費税転嫁対策特別措置法に規定する「総額表示義務の特例措置」ⅡⅡ

　国分の消費税収入については、毎年度、制度として確立された年金、医療及び介護の社会保障給付並び
に少子化に対処するための施策に要する経費（社会保障４経費）に充てるものとされました。
（注） 地方消費税収入（引上げ分）及び消費税収入に係る地方交付税分については、社会保障４経費を含む

社会保障施策に要する経費に充てるものとされています。

消費税収入の使途の明確化消費税収入の使途の明確化１１

　消費税率及び地方消費税率について、次のとおり２段階で引き上げることとされました。

※経済財政状況の激変にも柔軟に対応する観点から、消費税率引上げの前に、経済状況等を総合的に勘案した上で、消費税率の引
上げの停止を含め所要の措置を講ずることとされています。
※引上げ後の税率は、経過措置（「５ 税率引上げに伴う経過措置」参照）が適用されるものを除き、適用開始日以後に行われる資
産の譲渡等について適用されます。

消費税率の引上げ消費税率の引上げ２２

※経済財政状況の激変にも柔軟に対応する観点から 消費税率引上げの前に 経済状況等を総合的に勘案した上で 消費税率の引

消 費 税 率

地方消費税率

合  計

適用開始日
区分

４．０%

１．０%
（消費税額の２５／１００）

５．０%

６．３%

１．７%
（消費税額の１７／６３）

８．０%

７．８%

２．２%
（消費税額の２２／７８）

１０．０%

現　　行 平成２６年４月１日 平成２７年１０月1日

○制度の概要
　「消費税転嫁対策特別措置法」第１０条の規定により、平成２５年１０月１日から平成２９年３月３１日まで
の間において、「現に表示する価格が税込価格であると誤認されないための措置（誤認防止措置）」を講じ
ている場合に限り、税込価格を表示（総額表示）しなくてもよいとする特例が設けられました。
　なお、消費者の方々の利便性にも配慮する観点から、この特例の適用を受ける事業者は、できるだけ速
やかに「税込価格」を表示するよう努めることとされています。
【誤認防止措置の具体例】
　総額表示義務の特例措置の適用を受けるために必要となる誤認防止措置としての表示は、消費者が商
品等を選択する際に、明瞭に認識できる方法で行う必要があります。

　値札、チラシ、ポスター、商品カタログ、インターネットのウェブページ等において、商品等の価格を次
のように表示する。

例 １

　個々の値札等においては「○○円」と税抜価格のみを表示し、別途、店内の消費者が商品等を選択する
際に目に付きやすい場所に、明瞭に、「当店の価格は全て税抜価格となっています。」といった掲示を行う。

例 ２

国税庁ホームページの「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革関係）」に上記以外
の改正や事例も紹介していますので、そちらもご覧ください。!

○○○円
（税抜価格）

○○○円
（税別）

○○○円＋消費税○○○円＋税○○○円
（本体価格）
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税務署コーナー

「不動産譲渡契約書」及び「建設工事請負契約書」の
印紙税の軽減措置の延長及び拡充等

「不動産譲渡契約書」及び「建設工事請負契約書」の印紙税の軽減措置の延長及び拡充「不動産譲渡契約書」及び「建設工事請負契約書」の印紙税の軽減措置の延長及び拡充ⅠⅠ
　「不動産譲渡契約書」及び「建設工事請負契約書」については、平成２５年４月１日から 平成３０年３月
３１日までに作成されるものについて、印紙税の軽減措置が適用されます。
　また、平成２６年４月１日以降作成される契約書については、印紙税の軽減措置が拡充されることとなり
ました。

「領収証」等に係る印紙税の非課税範囲の拡大「領収証」等に係る印紙税の非課税範囲の拡大ⅡⅡ
　現在、「金銭又は有価証券の受取書」については、記載された受取金額が３万円未満のものが非課税とさ
れていますが、平成２６年４月１日以降に作成されるものについては、受取金額が５万円未満のものについて
非課税とされることとなりました。

【消費税及び地方消費税の金額が区分記載されている場合の契約書、領収証】
　消費税及び地方消費税の金額（以下「消費税額等」といいます。）が区分記載されている場合又は税
込価格及び税抜価格が記載されていることによりその取引にあたって課されるべき消費税額等が明らかと
なる場合には、「建物売買契約書」などの第１号文書、「工事請負契約書」などの第２号文書、「領収証」
などの第１７号文書について、その消費税額等の金額は記載金額に含めないこととされています。

（注）契約金額が上記の金額以下のものは、軽減措置の対象となりません。

「所得税法等の一部を改正する法律」により、
印紙税法及び租税特別措置法の一部が以下のとおり改正されました。

●不動産譲渡契約書

（注）契約金額が上記 金額以 も 軽減措置

●不動産譲渡契約書

【～平成２６年３月３１日】

記載された契約金額が

 １千万円を超え ５千万円以下のもの １万５千円

 ５千万円を超え １億円以下　〃　 ４万５千円

 １億円を超え ５億円以下　〃　 ８万円

 ５億円を超え １０億円以下　〃　 １８万円

 １０億円を超え ５０億円以下　〃　 ３６万円

 ５０億円を超えるもの  ５４万円

【平成２６年４月１日～平成３０年３月３１日】

記載された契約金額が

 １０万円を超え ５０万円以下　〃　 ２００円

 ５０万円を超え １００万円以下　〃　 ５００円

 １００万円を超え ５００万円以下　〃　 １千円

 ５００万円を超え １千万円以下　〃　 ５千円

 １千万円を超え ５千万円以下　〃　 １万円

 ５千万円を超え １億円以下　〃　 ３万円

 １億円を超え ５億円以下　〃　 ６万円

 ５億円を超え １０億円以下　〃　 １６万円

 １０億万円を超え ５０億円以下　〃　 ３２万円

 ５０億円を超えるもの  ４８万円

●建設工事請負契約書

対象とな ま ん

●建設工事請負契約書

【～平成２６年３月３１日】

記載された契約金額が

 １千万円を超え ５千万円以下のもの １万５千円

 ５千万円を超え １億円以下　〃　 ４万５千円

 １億円を超え ５億円以下　〃　 ８万円

 ５億円を超え １０億円以下　〃　 １８万円

 １０億円を超え ５０億円以下　〃　 ３６万円

 ５０億円を超えるもの  ５４万円

【平成２６年４月１日～平成３０年３月３１日】

記載された契約金額が

 １００万円を超え ２００万円以下　〃　 ２００円

 ２００万円を超え ３００万円以下　〃　 ５００円

 ３００万円を超え ５００万円以下　〃　 １千円

 ５００万円を超え １千万円以下　〃　 ５千円

 １千万円を超え ５千万円以下　〃　 １万円

 ５千万円を超え １億円以下　〃　 ３万円

 １億円を超え ５億円以下　〃　 ６万円

 ５億円を超え １０億円以下　〃　 １６万円

 １０億円を超え ５０億円以下　〃　 ３２万円

 ５０億円を超えるもの  ４８万円
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確定申告会場のお知らせ

会場は大変混雑します。ご自分で申告書を作成して郵送等でご提出いただくことをお勧めします。

「ビエント高崎」への電話でのお問い合わせはご遠慮ください。
電話でのお問い合わせは、高崎税務署　027-322-4711（自動音声案内）へ。
※上記の電話番号は、電話がつながると音声案内が流れますので、ご用件の内容に応じた番号をお選びください。

申告の相談は「ビエント高崎」へ

●公共交通機関でのご来場は 電車……ＪＲ上越・両毛線「高崎問屋町駅」下車　問屋口から徒歩５分
バス……市内巡回バス「ぐるりん」高崎駅西口発
　　　　◎中尾・日高病院コース「下り」「問屋街センター入口」
　　　　　バス停下車徒歩３分

高
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高崎市街

至
前橋

ば
り
き
や

〒

上毛新聞社
高崎支社

高崎
商工会議所

群馬銀行
高崎支店

レクサス
高　　崎

公園
専　用
駐車場

問屋町
交　番

国
道
17
号
線

中
央
通
り
線

環　状　線

バス停
問屋街センター入口

緑町信号

至高崎

至
井野・新前橋

至高崎

至
井野・新前橋

ビエント高崎
（問屋街センター）

案  内  図

会場 ビエント 高崎
（問屋街センター）

高崎市問屋町２丁目７番地
http://www.viento-takasaki.or.jp/

留意事項

開設期間
平成２６年２月１３日（木）～３月１７日（月）（土曜日・日曜日は除く）

（２月２３日と３月２日の日曜日に限り、申告相談等の受付を行います。）

受付時間……午前９時～午後４時
この期間、高崎税務署庁舎内では申告相談を行っておりませんのでご注意ください。

申告相談にお越しの際は、必要書類のほか、前年の控えを持参いた
だきますと相談がスムーズに進みます。
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県税事務所からのお知らせ

◆うっかり忘れていても、自動的に納税◆ 
 

 
「申込はがき」に必要事項を記入し、郵便ポストに投函してください。 
 

◇申込はがきは、県税事務所・行政県税事務所・自動車税事務所・市町村窓口・各金融

機関窓口等にあります。 

■■申申込込期期限限・・振振替替日日 
ご希望の納期から利用する場合、次

の期限までにお申し込みください。 

○平成 2６ 年度（５月末）から利用 

…平成 2６年２月末日必着 

○振替日は納期限です。 

    平成 2６ 年 ６ 月 ２ 日 

■利利用用ででききるる金金融融機機関関
○銀行：群馬・東和・みずほ・三井住友・りそな・足利・横浜・北越・八十二・栃木・大光

銀行の本(支)店 

○信託銀行：三菱ＵＦＪ・みずほ・中央三井信託銀行の本（支）店 

○信用金庫：高崎・桐生・アイオー・利根郡・館林・北群馬・しののめ・足利小山信用金庫

の本(支)店 

○信用組合：あかぎ・群馬県・ぐんまみらい信用組合（旧かみつけ・東群馬信用組合）の本

（支）店 

○群馬県信用農業協同組合連合会本所 

○商工組合中央金庫・中央労働金庫の本（支）店 

○農林中央金庫・県内の農業協同組合の群馬県内にある本（支）店  

（注意）  ゆうちょ銀行はお取扱いできません｡ 

■車検のための納税証明・領収証書
○自動車税の口座振替は、領収証書に代えて、指定預金口座の通帳に印字されます。 

○継続検査用の納税証明書は、振替納税確認後、６月上旬にお送りします。 

○何らかの理由により引き落としができなかったお車については、６月中旬に納付書を送付

します。お近くの県税（行政県税）事務所又はコンビニエンスストア等で納めてください。

複数所有の車も一括振替します！

○自動車を複数台お持ちの場合、一回の 

手続きで同一名義の自動車すべてを口

座振替にできます。

自自動動車車買買換換ででもも振振替替はは継継続続ししまますす！！ 
○所有者の住所・氏名に変更がなければ 

  自動車を買い換えても、そのまま口座

振替が継続されます 

【お問い合わせ先】 

群馬県西部県税事務所   TEL ０２７－３２２－６２９７ 

群馬県渋川行政県税事務所 TEL ０２７９－２２－４０５０ 

自動車税の納税は
口座振替で安心！
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新会員・部会員紹介

①法人名　　②代表者・部会員名　　③所在地　　④業種

高崎

①　アイ・ウィッシュ（株）
②　小　　池　　昭　　雅
③　高崎市下豊岡町
④　指定通所介護サービス

高崎

①　旭電力（株）
②　浅　　川　　英　　之
③　高崎市下小鳥町
④　建設（ソーラーの施工販売）

高崎

①　Ａｉｌｅ
②　豊　　田　　江　　利
③　高崎市八千代町
④　雑貨販売店

高崎

①　（有）弘和
②　嶋　　方　　喜　　斌
③　高崎市西横手町
④　原糸販売、カウンセリング

高崎

①　（株）コスミックズ
②　阿　　部　　桂　　子
③　高崎市上中居町
④　不動産事業

高崎

①　清水元税理士事務所
②　清　　水　　　　　　元
③　高崎市上小鳥町
④　税理士業

高崎

①　たくみ（株）
②　信　　澤　　真由美
③　高崎市問屋町
④　サービス業

高崎

①　（有）広田不動産管理
②　廣　　田　　金次郎
③　高崎市田町
④　不動産業

高崎

①　弁護士田島敏之法律事務所
②　田　　島　　敏　　之
③　高崎市問屋町
④　弁護士業

高崎

①　（株）美咲
②　清　　水　　　　　　忠
③　高崎市倉賀野町
④　一般土木建築工事業

渋川

①　（株）上毛アーキテック
②　木　　暮　　一　　彦
③　渋川市渋川
④　不動産業

安中

①　（株）吉ケ谷
②　田　　村　　和　　子
③　安中市下秋間
④　居宅介護支援事業

新町

①　（株）浜野屋
②　松　　村　　　　　　武
③　高崎市新町
④　不動産賃貸・管理・売買

新町

①　松村食品（株）
②　松　　村　　　　　　武
③　高崎市新町
④　食品卸売業

吉井

①　（有）デザイン・ゲン
②　佐　　藤　　佳　　江
③　高崎市吉井町上奥平
④　デザイン業

女性

①　（株）ダ・カーポ
②　田　　中　　惠　　子
③　高崎市足門町
④　携帯電話販売

女性

①　（株）つかさフードサービス
②　後　　閑　　幸　　子
③　高崎市足門町
④　飲食業

女性

①　高陽重機（株）
②　堤　　　　　　節　　子
③　高崎市井出町
④　土木

問い合わせ先

（一社）高崎法人会　　事務局
〒370-0006　高崎市問屋町2-7-8　506号
電話　　027-363-4526　　ＦＡＸ　　027-363-4576

会社名、住所、代表者、資本金等に変更がございましたら、事務局へご一報ください。

簡単！衣食住の節電テクニック

衣 ３つの「首」を温めよう！
体を冷やさないために、温めておきたい「３
つの首」があります。それは「首」、「手首」、「足
首」。太い血管が皮膚のすぐ下を通っているの
で、３つの首を上手に温めることで体に流れ
る血液も温まり、冷え症の改善にもなります。

節電メニュー

食「鍋」で体の中から温まろう！

旬の食材はおいしくて経済的。大根、白菜、
長ねぎなど、冬の野菜をたっぷり使った「鍋」
で体を温めましょう。ホウレン草や小松菜と
いった緑黄色野菜も加えると、ビタミンやカ
ルシウム、鉄などのミネラルも摂ることがで
きます。

住 部屋を暖色系でコーディネートしよう！

色彩実験で、暖色系（赤・だいだい・黄）と
寒色系（青・青緑・青紫）の体感温度の差は３℃
も違うという結果が出ているそうです。そこ
で、部屋のカーテンやカーペット、クッショ
ンなどの色を暖色系でコーディネートしてみ
ましょう。それだけで暖かくやわらかい雰囲
気になります。

－無理なく 無駄なく 快適に－－無理なく 無駄なく 快適に－無理な 無駄な 快適無理な 無駄な 適快適

“冬の節電活動”“冬の節電活動”“冬の節電活動”“冬の節電活動”
－

“““““““““
家族で

チャレンジ !!

家庭の電力需要は家族が帰宅する夕方から増え始
めます。平日の９時～２１時、特に家庭での使用が
増える夕方以降の時間帯（１８～２１時）の節電に
取り組みましょう。

①重ね着などをして、室温２０℃

を心がけましょう。

②窓には厚手のカーテンを掛け

ましょう。

③不要な照明をできるだけ消しましょう。

④ＴＶ画面の輝度を下げ、必要な時以外は消しましょ

う。

⑤冷蔵庫の設定を「弱」に変えましょう。

⑥炊飯器はタイマー機能で1 日分まとめて炊いて、保

温機能は使用せず、冷蔵庫に保存しましょう。

⑦便座・温水の設定温度を下げ、使わない時はふた

を閉めましょう。

⑧本体の主電源を切り、長時間使わない機器はコン

セントからプラグを抜いておきましょう。
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高崎税務署管内３市２町村・高崎法人会１６地区会
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松井田
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（旧小野上を含む）
子持
（旧小野上を含む）

北橘伊香保

松井田
安中

榛東

吉岡

群馬

渋川市

榛東村

吉岡町

安中市

高崎市

渋川

箕郷
倉渕

榛名

高崎

吉井 新町

推 進 運 動

法人会

消費税期限内納付

２６法人だより　２０１４．１．１０　Ｎｏ．１５１

　平成25年11月12日、高崎市総合文化センター・
文化会館にて、税を考える週間協賛事業として、
作家の林真理子氏による公開講演会を開催しま
した。
　約700名の来場者を迎え、「野心のすすめ」と題
しご講演いただき、盛況のうちに幕を閉じまし
た。

会員企業の皆様の
ホームページを
法人会のホームページに
リンクさせてください。

会員企業の皆様の
ホームページを
法人会のホームページに
リンクさせてください。

リンクご希望の方は、必要事項をお書きの上、
次のメールアドレスにお申込ください。
office@takasaki-hojinkai.com

件名：リンク希望

　必要事項　①法人名　②法人名ふりがな
　　　　　　③所在地　④電話番号
　　　　　　⑤ＵＲＬ　⑥ＰＲ文章（200 文字以内）

ホームページリンク企業募集中 !

１年間無料

e-Tax 利用に関する
法人会　　　　　　　　　の

お知らせ

eeee----TTTTaaaaxxxx 利利利利用用用にににに関関関関すすすするるるる
のののの法法法法人人人人会会会会　

せせせせららららせせせらららら知知知おおおお知知知知知知知ららららせせせせ知知知らららせせせせ

e-Tax 利用に関する
法人会　　　　　　　　　の

お知らせ
　　　　　　　　
おおお知知知らせせせお知らせ

「会員優遇サービス」

◎群馬銀行・サービス区分

⇒無料

⇒無料

◎東和銀行・サービス区分

⇒無料

⇒無料

◎高崎信用金庫・サービス区分

⇒無料

◎北群馬信用金庫・サービス区分

⇒無料

◎アイオー信用金庫・サービス区分

⇒無料

１．優遇サービスが受けられる金融機関と内容

２．申込み手順
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主催：一般社団法人高崎法人会
後援：上毛新聞社

勝者の思考法勝者の思考法
～名将・名選手から学ぶ～

二宮 清純二宮 清純氏
にの みや せい じゅん

高崎税務署管内  税務協力団体
一　　般
社団法人 高崎法人会

無 料平成２６年３月７日（金）
開場 午後５時３０分～　　開演 午後６時３０分～午後８時

高崎市総合福祉センター
たまごホール（２Ｆ）
高崎市末広町115-1
TEL:027-370-8822
※駐車場に限りがございますので、乗り合わせや
　公共交通機関等のご利用をお願いいたします。

日 時

会 場 ３００名
２月21日（金）    必着
※定員になり次第締め切りとさせていただきますので、
　ご了承ください。

定 員

締 切

講師 二　宮　清　純 （にのみや　せいじゅん） 氏  1960年、愛媛県生まれ

　スポーツ紙や流通紙の記者を経てフリーのスポーツジャーナリストとして独立。オリンピック、
サッカーＷ杯、メジャーリーグ、ボクシング世界戦など国内外で幅広い取材活動を展開中。東北楽
天ゴールデンイーグルス経営評議委員。日本サッカーミュージアムアドバイザリーボード委員。テ
レビのスポーツニュースや報道番組のコメンテーター、講演活動と幅広く活動中。

プロフィール

一般社団法人高崎法人会　公開講演会

申込み
方法

１．法人会 会員の皆様
下記必要事項を記入して、

ＦＡＸで申し込むか、

お電話にてお申込み下さい。

①法人名　②出席者全員の氏名

③住所　　④電話番号

２．一般の皆様
次の要領で記入した、

１名につき１枚の往復はがきで
お申込み下さい。

(返信面が入場整理券となります )

返信オモテ：申込される方の住所・氏名
返信ウラ：白紙のまま
往信オモテ：高崎法人会住所（Ｐ．26奥付参照）
往信ウラ：聴講希望 ①氏名、②住所、③電話番号

高崎法人会 TEL：027-363-4526
URL：http://www.takasaki-hojinkai.com/

法人会
住所

③ ② ①
聴
講
希
望申込者

住所


